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論文内容の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

論文審査の結果の要旨 

 
論文草稿を査読した結果、論旨、内容とも高いレベルにあると判断された。内容としては、地域制緑地制度の緑

地保全手法としての役割の検証、地域制緑地制度の運用上の課題への対応方策の検証からなる。本論文は、この二

つの大きな柱から日本の都市計画の視点を踏まえ、将来にわたる緑地保全制度のあり方をとりまとめたものである。

これらの成果は、日本の今後の緑地政策とその運用を左右する重要かつ、非常に新規性のあるものとして評価され

た。 

 

最終試験の結果の要旨 

 
 2011年 8月 24日公聴会を開き、論文、研究内容について審査を行った。60分を超える発表時間、30分を超える質

疑応答時間を設けた。質問に対する申請者の回答は、すべて明確であり、審査委員の納得を得た。以上の結果を踏まえ、

審査委員会として、申請者の最終試験について合格の判断を行った。 

 

  


